
1 / 4 

 

 
 

           

点鐘 

 

ロータリーソング斉唱  

ロータリーソング          我等の生業 

ロータリーの目的・四つのテスト唱和  

松本英利会員 

  

 

 

会長挨拶             宮内たけし会長 

「子供のような気付きを大切

にしましょう」 

北京オリンピックが佳境に入ってきています。 

各選手の活躍を見守る毎日です。一瞬で決ま

る勝負の世界の共通した緊張感は見る人をワ

クワク、ドキドキさせるものがあります。 

上手くいったときの感動の涙・笑顔  上手く

いかなかったときの涙・同情を共有できろ 

幸せがあります。 

 

各選手のユニフォームには、いろんな工夫が

されています。 

ユニフォームのメーカーは、担当者を派遣し、

選手に密着してケアーをしているのですが、コ

ロナの関係で今年は担当者を複数派遣で着

なかったようで、対策として何枚ものユニフォ

ームを送ってあるそうです。 

選手を支えるスタッフの活躍が裏にあることを

知ることができました。 

 

そんな中でスピードスケートの選手が、走り終

わった後、すぐににフードを取るのはどうして

でしょうか。 気になって調べてみました。 

 

「スピードスケートの選手がゴール直後にユニ

フォームのフードを脱ぎ、タイムを確認しながら
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余韻で走っている姿ってかっこいいですよね。 

ゴール直後になぜすぐフードを取ったり、胸の

ジッパーを緩める理由を知っていますか？ 

風を受けながらウィニングランという雰囲気に

も見えますが、決して格好つけているわけでは

ないようです。 

フード取らないと立ち上がれない？前傾姿勢

がジャストフィットサイズとして作られているよう

です。 

スピードスケートのように速さを競う競技はユニ

フォームも研究に研究を重ねこだわって作ら

れています。風の抵抗を考慮して極力コンパ

クトに設計されているため、滑走中の前傾姿

勢で最もフィットになるよう作られているわけで

す。 

そのため、前傾姿勢から起き上がると大変窮

屈になってしまうのです。 

フードを脱がないと直立できないことが多いた

め、ゴール直後にフード部分をすぐに脱ぐこと

が多いようです。 

フィギアスケートの選手のユニフォームも、それ

ぞれデザインにも物語があるようです。 

こう言う角度で競技を見るのも、違う楽しみ方

があるようです。 

 

こどもの頃のように、何故？ 何故？ と興味を

持てるように毎日を過ごしたいものです。 

 

ロータリーの豆知識 

「卓 話」 

 

ロータリーでは、例会後半の約 30 分間に、ク

ラブ会員や 外部の招待講師から話を聴くこと

を卓話と呼んでいます。 会員卓話では、ロー

タリーに関する話はもちろん、自己の 職業を

通してどのように社会へ貢献しているか、どの

ように 事業の発展継続に取り組んでいるか、

そのためにどのような 社員教育をしているか

などが、好ましい内容です。 

 

会員同士の情報や意見の交換を通じて、互い

の親睦や敬愛の念を深め合い、研鑚と奉仕の

心を 高め合いながら、価値ある奉仕の実践に

繋げていくことが、まさにロータリーの伝統であ

り、 真髄だということを大切にしていこうではあ

りませんか。 

 

機会があれば、お互いを知ることが大切です

ので、会員卓話は積極的に取り組んでいきた

いと思ってきます。 

 

幹事報告           馬場知行幹事 

1. 今月のプログラムは次週

23 日が休日（天皇誕生日）で法

定休会となり、2 月の活動は本日

が最終です。 

2.  会長から提案の 3 月 9 日市長外来卓話の

100 パーセント出席率達成について、あと二・

三名の連絡待ちとなっています。ぜひ達成しま

しょう。会員の協力よろしくお願いします。 

 

会員卓話                     本多邦光会員 

「相続について」 
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委員会報 

30周年記念委員会     木下純一委員長 

 

                   

出席報告 

松本安永プログラム・出席委員長 

 
 

スマイル報告           

坂口正城 部門長 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活動予定 

 

 

 

個人スマイル 

宮城仁会員 異業種交流、小さなことから始めよう。 

 ・・・花が咲く 

スマイル 1・・・もう少しです「100％出席例会」を全員で達成

しましょう‼ 

津田健三会員・小畑正勝会員・加藤勉会員・馬場知行会

員・山口光男会員・間室照雄会員・松本安永会員・井上脩

士会員・大澤二三夫会員・柿沼洋一会員・宮坂良介会員・

成田志津子会員・細野潤一会員・木下純一会員・宮内たけ

し会員・本多邦光会員・ 

松本英利会員 

 本日 修正 

 2月 16日 2月 9日 2月 2日 

 1381回 1380回 1379回 

 通常例会 通常例会 通常例会 

会 員 数 32 32 32 

出 席 数 
22 

(ZOOM出
席 3) 

22 
(ZOOM出
席 6) 

24 
(ZOOM出
席 5) 

欠 席 数 10 10 8 

例会出席率 68.75% 68.75% 75.00% 

Ｍ Ｕ 数 1 0 0 

合計出席数 23 22 24 

出 席 率 71.88% 68.75% 75.00% 

2月 24日（水） 第 5G IM中止 

3月 2日（水） 

第 1381回通常例会 

会員誕生・結婚祝 

会員卓話・クラブ研修情報 

3月 9日（水） 

第 1383回通常例会 

外来卓話 鴻巣市市長 

原口和久様 

3月 16日（水） 振替休会 

3月 17日（木） 

第 1384回移動例会 

ゴルフコンペ 7:50集合 

鴻巣カントリークラブ 

3月 18日（金） 
親睦会 18:30～ 

和風レストランとき 

3月 23日(水) 

第 1385回移動例会 

献血例会 12:00～16:00 

鴻巣市役所本庁舎 

前回までの合計 
 

344,336 円 

本日の合計 
 

18,000 円 

次回繰越金合計 
 

362,336 円 
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奄美群島の歴史⑥ 近代 

奄美群島は 1871 年 8 月 29 日（明治 4 年

7 月 14日）の廃藩置県により一時的に薩摩藩

から鹿児島県へと実効支配が移管される。名

目上は琉球王国の領域であったためそれが

琉球処分により消滅するまで形式的には日本

の領域では無かったが、追って 1879 年（明治

12 年）4 月の太政官通達により大隅国に編入、

大島郡および大島郡役所が設置され、正式に

日本の領域となる。これら過渡期中途の 1873

年（明治 6 年）に戸長および戸長役所の設置、

1875年（明治 8年）に大島大支庁が名瀬に設

置されている。1885 年（明治 18 年）には大島

郡役所が金久支庁に改組。その翌年にはさら

に大島島庁に改組される[18]。1908年（明治 41

年）4 月 1 日、島嶼町村制の施行に伴い、大

島郡に 16村が成立する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブ会報委員会 

委員長 井上脩士 副委員長 久保 学 

委員 楡井 昭 宮坂良介 松本英利 
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%AA%E6%94%BF%E5%AE%98
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E9%9A%85%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%B3%B6%E9%83%A1_(%E9%B9%BF%E5%85%90%E5%B3%B6%E7%9C%8C)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%B3%B6%E6%94%AF%E5%BA%81_(%E9%B9%BF%E5%85%90%E5%B3%B6%E7%9C%8C)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%84%E7%BE%8E%E7%BE%A4%E5%B3%B6%E3%81%AE%E6%AD%B4%E5%8F%B2#cite_note-:7-21
https://ja.wikipedia.org/wiki/1908%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B3%B6%E5%B6%BC%E7%94%BA%E6%9D%91%E5%88%B6

